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進
級
の
時
期
／
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
‼

青
少
年
育
成
さ
い
た
ま
市
民
会
議　

会
長　

久
世
　
晴
雅

　

春
の
花
が
咲
き
、
光
に
満
ち
た

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
進
学
・
進

級
の
時
期
を
迎
え
、
児
童
生
徒
の

皆
さ
ん
は
夢
と
希
望
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

小
学
校
時
代
は
子
ど
も
会
等
、

地
域
の
活
動
で
楽
し
ん
で
く
れ
た

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
中
学
校
時
代
は
部
活
動
に
よ
り
、
個
人
、

個
性
、
将
来
の
道
な
ど
を
模
索
さ
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
高

校
時
代
は
中
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
充
実
さ
れ
て
実
ら
せ
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
大
リ
ー
グ
で
は
大
谷
選
手
、
山
本
選
手
を
は
じ
め
、

多
く
の
選
手
が
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
日
本
人
の
代
表
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
を
今
実
行
し
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

青
少
年
の
皆
さ
ん
、進
級
の
時
に
自
分
を
再
発
見
し
て
、チ
ャ

ン
ス
が
あ
れ
ば
実
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
青
少
年
育
成
さ

い
た
ま
市
民
会
議
の
各
地
区
会
は
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

トピックス

　「学びの多様化学校」は、不登校児童生
徒の実態に配慮した特別な教育課程を編成
して教育を実施する文部科学省指定の学校
です。さいたま市が目指す「学びの多様化
学校」は、対面による学習とオンラインで
行う学習をバランスよく組み合わせた学校
となります。令和７年４月に、学校説明会
を実施します。令和７年７月下旬から８月
においてプレ開校（模擬体験）を行う予定
です。

さいたま市の「学びの
多様化学校」の詳細は
こちらから→

令和８年４月に
「学びの多様化学校」を開校します

「
う
ち
ゅ
う
に
ふ
わ
ふ
わ
ハ
チ
ひ
こ
う
中
」

　

さ
い
た
ま
市
立
大
砂
土
小
学
校　

３
年

丸ま
る

岡お
か　

橙と
う

真ま

さ
ん



地
域
の

地
域
の

輪輪大宮区大宮区

北区北区

中央区中央区

桜区桜区

南区南区

浦和区浦和区
緑区緑区

見沼区見沼区
岩槻区岩槻区

西区西区

こ
ん
な
活
動
や
っ
て
い
ま
す

　
文
蔵
小
学
校
は
開
校
と
同
時
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
区
会
・
子
ど
も
会
も

発
足
し
、「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
手
で
守
り
育
て
よ
う
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
育
成
会（
当
時
）の
活
動
が
は
じ
ま

り
、
開
校
五
周
年
に
は
文
蔵
三
丁
目
か
ら
文
蔵
小
北
門
に
至
る
直
線

の
メ
イ
ン
通
学
路
を
「
あ
い
さ
つ
通
り
」
と
位
置
づ
け
、
こ
の
頃
か

ら
あ
い
さ
つ
運
動
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
を
機
に
、
文
蔵
青
壮

年
会
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
大
き
な
植
木
鉢
の
寄
贈
が
あ
り
、
直

線
通
学
路
十
か
所
に
設
置
し
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
も
二
十
年
ほ
ど
続

き
ま
し
た
が
、
通
行
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
か
ら
い
つ
の
間
に
か
撤
去

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
あ
い
さ
つ
運
動

が
連
綿
と
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
文
蔵
小
の
子
ど
も
た
ち
は
良
く
あ

い
さ
つ
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。

　
近
年
に
な
り
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
の
一
環
か
ら
、
一
堂
に
会

し
て
の
行
事
等
は
極
力
避
け
る
よ
う
行
政
か
ら
の
指
示
も
あ
り
、
特

に
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
行
事
は
す
べ
て
中
止
と
し
、
登
下
校
時
の

見
守
り
活
動
は
、
地
区
会
関
係
者
を
は
じ
め
、
各
自
治
会
に
お
願
い

し
て
広
範
囲
に
わ
た
り
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
夏
の
巡

回
活
動
や
ラ
ジ
オ
体
操
は
通
年
通
り
の
安
全
対
策
を
講
じ
て
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
月
例
で
実
施
し
て
い
る
各
自
治
会
の
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
や
、
市
民
会
議
指
定
、
一
連
の
巡
回
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等

は
地
区
会
三
、四
名
の
体
制
で
全
回
出
席
し
ま
し
た
。
お
か
げ
様
で

問
題
事
案
は
一
件
も
な
し
。
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
関
係
団
体
各
位

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
七
年
度
こ
そ
、
事
業
計
画
通
り
の
事
案
が
遂
行
で
き
る
世

情
に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
当
地
区
会
で
は
、夏
の『
七
夕
か
ざ
り
』『
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
』、

秋
の
『
さ
い
ど
っ
子
ま
つ
り
』
へ
の
参
加
、
冬
の
『
ど
れ
み
ふ
ぁ

さ
い
ど
コ
ン
サ
ー
ト
』、『
三
世
代
ふ
れ
あ
い
広
場
』
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　
『
七
夕
か
ざ
り
』
は
、
子
ど
も
達
と
教
職
員
の
皆
様
が
書
い
た

短
冊
を
、
夜
に
見
立
て
た
紺
色
の
ラ
シ
ャ
紙
に
貼
り
付
け
て
、
ク

ラ
ス
ご
と
に
楽
し
い
飾
り
を
し
て
教
室
の
外
に
掲
示
し
て
い
た
だ

き
、
保
護
者
会
な
ど
の
時
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
『
ど
れ
み
ふ
ぁ
さ
い
ど
コ
ン
サ
ー
ト
』
は
満
員
御
礼
の
大
盛
況

で
し
た
。

　
『
三
世
代
ふ
れ
あ
い
広
場
』は
、上
級
生
と
下
級
生
が
組
に
な
っ

て
、
地
域
や
保
護
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
三
世
代
で
昔
遊
び
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
当
地
区
会

は
新
和
小
学

校
区
と
城
南

中
学
校
区
の

一
部
地
域
で

活
動
し
て
い

ま
す
。近
年
、

美
園
東
地
区

の
人
口
の
増

加
に
伴
い
そ

の
内
容
は
大

き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。

今
ま
で
よ
り
、
参
加
者
数
も
増
え
て
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

十
一
月
の
秋
の
お
楽
し
み
会
で
は
子
ど
も
た
ち
だ
け
で

百
六
十
二
名
の
参
加
を
得
ま
し
た
。
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

十
五
名
の
お
か
げ
で
、大
成
功
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。ダ
ー

ツ
、
ア
ー
チ
ュ
リ
ー
、
ビ
ン
ゴ
等
で
体
育
館
は
笑
顔
で
溢
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
十
二
月
の
マ
マ
・
チ
ェ
リ
ィ
ラ
イ
ブ
は
、
土
曜
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
児
童
を
メ
イ
ン
に
、
地
域
の
方
々
と
二
人
の
キ
ー
ボ
ー
ド

演
奏
者
の
大
熱
演
に
楽
し
い
時
間
を
共
有
で
き
ま
し
た
。

　
当
地
区
会
か
ら
は
、
冬

の
子
ど
も
達
の
楽
し
み
な

行
事
と
し
て
オ
セ
ロ
大
会

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
地
区
内
の
三
つ
の
小
学

校
の
教
頭
先
生
を
窓
口
に

参
加
希
望
者
を
募
り
、
大

久
保
地
区
会
が
学
年
別
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表
を
作
成

し
た
り
、
参
加
賞
な
ど
を

用
意
し
た
り
し
ま
す
。
当

日
、
公
民
館
の
ホ
ー
ル
に

何
台
も
の
オ
セ
ロ
盤
が
設

置
さ
れ
る
と
、
一
斉
に
対

戦
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
セ
ロ
盤
に
は
審
判
が
付
く
の

で
す
が
、
大
人
に
混
じ
っ
て
審
判
を
し
て
く
れ
る
の
が
、
か
つ
て

小
学
生
の
頃
、
オ
セ
ロ
大
会
に
参
加
し
て
い
た
大
久
保
地
区
の
中

学
生
た
ち
で
す
。

　
参
加
す
る
側
か
ら
お
手
伝
い
す
る
側
へ
と
、
継
続
さ
れ
て
い
く

あ
た
た
か
い
絆
を
感
じ
ま
す
。

　

十
月
五
日
（
土
）、

仲
町
小
学
校
体
育
館
で

開
催
し
た
音
楽
鑑
賞
会

で
は
、
プ
ロ
の
演
奏
家

と
ク
ラ
シ
ッ
ク
歌
手
か

ら
な
る
カ
ル
テ
ッ
ト
グ

ル
ー
プ
が
ク
ラ
シ
ッ
ク

か
ら
唱
歌
、
歌
謡
曲
、

ポ
ッ
プ
ス
ま
で
、
幅
広

い
名
曲
を
高
い
技
術
で

披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。
参
加
者
と
一
緒
に

歌
う
場
面
も
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
明
る
い
歌

声
と
共
に
会
場
全
体
が

一
体
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

当
地
区
で
は
浦
和
ま
つ
り
補
導
詰
所
設
営
や
書
き
初
め
練
習

会
、
十
二
日
ま
ち
巡
回
補
導
な
ど
、
仲
町
小
学
校
地
区
の
子
ど
も

た
ち
が
毎
日
を
安
心
安
全
に
送
れ
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
年
間
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
北
区
連
絡
会
は
日
進
地
区
会
、
宮
原
地
区
会
、
大
砂
土
地

区
会
、
植
竹
地
区
会
の
四
地
区
の
連
合
で
さ
い
た
ま
市
の
最

北
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
十
一
月
の
「
北
区
民
ま
つ
り
」
に
は
総
力
を
上
げ
て

結
集
し
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。ベ
ー
ゴ
マ
、

お
手
玉
、
大
き
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
、
竹
と
ん
ぼ
な
ど
の
昔
遊
び

で
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
六
年
度
は
四
万
八
千
人
が
来
場
し
た
北
区
民
ま
つ
り

に
お
い
て
、
連
絡
会
の
ブ
ー
ス
に
も
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ

ん
集
ま
り
恒
例
の
行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
春
岡
地
区
会
で
は
、
中
学
生
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し

て
も
ら
い
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
を
通
じ
て
青
少
年
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
共
催
す
る
「
は
る
お
か
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、

中
学
生
が
ブ
ー
ス
や
司
会
進
行
を
担
当
し
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
レ
ッ
ツ
・
ジ
ョ

イ
ン
！
ク
リ
ー
ン
活
動
」
で

は
、
学
校
の
協
力
を
得
て
、

安
全
で
楽
し
め
る
ク
リ
ー
ン

活
動
を
実
施
す
る
為
の
意
見

交
換
を
行
い
、
準
備
や
当
日

の
手
伝
い
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
様
々
な
経
験
を
通

じ
て
、
中
学
生
の
社
会
性
や

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育
成

し
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
を
持
た
せ
、
将
来

に
わ
た
っ
て
活
躍
で
き
る
人

材
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
当
会
の
特
色
あ
る
主
催
事
業
の
一
つ
に
「
大
宮
南
中
学
校
部
活

動
体
験
教
室
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
平
成
十
六
年
に
始

ま
り
昨
年
二
十
一
回
目
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
十
月
の
土
曜
日
の
午
後
、
大
宮
南
中
学
校
に
進
学
す
る
地
域
二

校
の
小
学
校
五
・
六
年
生
が
、
自
身
の
希
望
す
る
運
動
部
・
文
化

部
の
活
動
を
体
験
し
ま
す
。
毎
年
対
象
者
の
半
数
以
上
百
名
を
超

え
る
小
学
生
が
、
顧
問

の
先
生
の
指
導
の
下
で

中
学
生
と
一
緒
に
活
動

し
ま
す
。
交
流
を
通
じ

て
中
学
校
生
活
へ
の
期

待
や
希
望
が
膨
ら
む
と

共
に「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」

軽
減
に
も
寄
与
す
る
事

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
日
に
は
、
小

学
生
保
護
者
を
対
象
と

し
た
中
学
校
の
施
設
見

学
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

見
沼
区
春は

る

岡お
か

地
区
会

桜　
区
大お

お

久く

保ぼ

地
区
会

南　
区
文ぶ

蔵ぞ
う

地
区
会

浦
和
区
仲な

か

町ち
ょ
う

小
地
区
会

北　
区
北
区
連
絡
会

大
宮
区
大お

お

宮み
や

南み
な
み

地
区
会

中
学
校
の
部
活
動
体
験
で
交
流

中
学
生
と
つ
く
る
青
少
年
育
成

オ
セ
ロ
大
会

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
　

地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
徹
し
ま
し
た

音
楽
鑑
賞
会

北
区
民
ま
つ
り
で
昔
遊
び

岩
槻
区
新に

い

和わ

地
区
会

い
ろ
い
ろ
な
行
事

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
共
に

緑　
区
道さ

い

ど
祖
土
地
区
会

野球部の体験

クリーン活動作戦会議

みんな真剣です音楽鑑賞会

青空の下で昔遊びをする子どもたち

七夕かざり

ママ・チェリィライブ2024



令和６年度青少年の主張大会　入選者（敬称略）
〔
さ
い
た
ま
市
長
賞
〕

大
宮
南
中
学
校　
　
　
二
年　
小お

川が

原わ
ら　

葵あ
お
い

　
「
一
人
一
人
の
意
識
が
変
わ
れ
ば
」

〔
さ
い
た
ま
市
議
会
議
長
賞
〕

片
柳
中
学
校　
　
　
　
三
年　
菊き
く
地ち　
彩あ
や
乃の

　
「
平
和
へ
の
一
歩
」

〔
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
〕

浦
和
南
高
等
学
校　
　
一
年　
東し
ょ
う
じ
海
林 

美み

日ひ

愛め

　
「『
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
の
そ
の
先
へ
』」

〔
青
少
年
育
成
さ
い
た
ま
市
民
会
議
会
長
賞
〕

針
ヶ
谷
小
学
校　
　
　
五
年　
小こ

林ば
や
し　

奏そ
う

太た

　
「『
体
験
す
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
』」

〔
優
秀
賞
〕

大
宮
西
小
学
校　
　
　
四
年　
𠮷よ
し

田だ

心み

莉り

彩あ

　
「『
ふ
つ
う
』
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」

美
園
小
学
校　
　
　
　
四
年　
山や
ま
口ぐ
ち　
　
律り
つ

　
「『
い
い
こ
と
な
い
か
な
ー
』」

岸
町
小
学
校　
　
　
　
六
年　
清し

水み
ず　
慎し
ん
平ぺ
い

　
「『
僕
た
ち
の
遊
ぶ
と
こ
ろ
』」

馬
宮
中
学
校　
　
　
　
一
年　
蓜は
い
島じ
ま　
　
奏か
な
で

　
「
日
本
の
悲
劇
」

大
宮
南
中
学
校　
　
　
二
年　
渋し
ぶ
谷や　
実み

由ゆ

　
「
カ
ラ
フ
ル
」

埼
玉
栄
高
等
学
校　
　
一
年　
黄こ
う　

　
京き
ょ
う

京き
ょ
う

　
「
命
は
軽
く
な
い
」

埼
玉
栄
高
等
学
校　
　
一
年　
多た

田だ　
華は
な
美み

　
「
女
性
の
価
値
」

埼
玉
栄
高
等
学
校　
　
一
年　
細ほ
そ

谷や　
悠ゆ

愛め

　
「『
ル
ー
ル
っ
て
何
だ
ろ
う
』」

開
催
日　
令
和
七
年
二
月
二
十
二
日（
土
）

会　
　
場　
さ
い
た
ま
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー　
ホ
ー
ル

演　
　
題　

 「
子
ど
も
の
幸
せ
を
願
い　

子
ど
も
の
幸
せ
を
保
障
す
る
た
め
に 

～
今
こ
そ
、
共
育
の
力
で
～
」

講　
　
師　
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
部
総
合
教
育
相
談
室

　
　
　
　
　
　
参
事
兼
室
長　
米よ
ね
玉た
ま
利り　
優ゆ
う
子こ　
氏

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・
団
体　
　
　
　
二
団
体　
　
・
二
十
年
功
労　
二
十
二
名

・
十
年
功
労　
　
二
十
八
名　
・
五
年
功
労　
　
二
十
六
名

○
善
行
青
少
年
表
彰（
三
年
以
上
継
続
し
た
校
外
活
動
の
善
行
）

・
中
尾
小
学
校　
　
　
　
　
　
鈴
木　
祐
輝

・
植
竹
小
学
校　
　
　
　
　
　
橋
本　
音
子

・
海
老
沼
小
学
校　
　
　
　
　
南
鳳
台
子
ど
も
会

・
大
宮
国
際
中
等
教
育
学
校　
日
本
語
教
室
Ｓ
Ａ

○
特
別
表
彰

・
高
砂
小
学
校　
　
　
力
石　
悠
里
・
田
中　
み
く
る
・
三
枝　
咲
月
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田　
杏
樹

・
谷
田
小
学
校　
　
　
天
野　
汐
莉
・
井
上　
芽
郁

・
上
木
崎
小
学
校　
　
森
田　
奏
空
・
芳
原　
詩
織
・
苅
和　
紗
菜
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
菱
沼　
陽
太

・
大
成
小
学
校　
　
　
齊
藤　
来
紗
・
成
川　
由
妃
・
定
村　
健
一
郎

・
泰
平
小
学
校　
　
　
ふ
れ
あ
い
委
員
会

・
慈
恩
寺
小
学
校　
　
成
田　
恵
介

・
美
園
北
小
学
校　
　
堀
内　
遙
真

・
大
久
保
中
学
校　
　
平
山　
大
悟
・
澤
田　
琥
心

・
大
谷
場
中
学
校　
　
富
田　
和
貴
・
日
暮　
麻
結
・
福
田　
圭
治
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木　
春
翔
・
平
田　
天
青

・
田
島
中
学
校　
　
　
秋
田　
菜
歩
・
榎
本　
湊

・
三
室
中
学
校　
　
　
作
田　
智
理
・
勝
島　
隼

・
大
宮
南
中
学
校　
　
竹
原　
未
桜

・
指
扇
中
学
校　
　
　
青
山　
佳
南
子

・
美
園
南
中
学
校　
　
水
上　
周
哉

第
二
十
三
回
　
さ
い
た
ま
市
青
少
年
育
成
推
進
大
会

　令和６年11月24日（日）、埼玉県知事
公館にて「令和６年度青少年育成埼玉県
民会議表彰式」が開催され、指扇地区会・
江口三郎会長及び道祖土地区会・石川義
久会長が青少年育成功労賞を受賞しまし
た。誠におめでとうございます。

県民会議表彰

←大会プログラムは
　こちらからご覧いただけます。

受
賞
者
紹
介

記
念
講
演

入選者の作品は令和７年３月発刊の記録集に掲載しています。
記録集は、市内小・中・高等・特別支援・中等教育学校及び関係機関（図
書館、公民館等）に配布しています。




